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 こうした問題に対し、第 2 章では研究 1 として、「かな（単語、非語）」を用いて日本語話者児童にお
ける二重障害仮説の適用の可能性について検討している。この研究 1 では、先行研究（Wimmer et al., 




であることを明らかにしている。そのうえで、アルファベット圏における Sunseth & Bowers（2002）
の基準に依拠した場合、日本語話者児童においても「二重障害群」が読み困難が有意に最も重いことを





 第 3 章では研究 2 として、二重障害仮説について幅広い年齢の児童に対し、また「かな」と「漢字」
という表記の違いという観点も加えて検討がなされている。具体的には小学 1 年生から 6 年生の日本語












 最後の第 4 章では総合考察が述べられている。研究 1 では、「かな」を使って、アルファベット圏の
先行研究と同様の学年で二重障害仮説の適用の可能性について検討し、その結果、基本的には先行研究
と同様の傾向がみられたが、分類の仕方によっては違いもみられたことを明らかにしている。続く研究
2 では、小学 1 年生から 6 年生のすべての学年に対象を広げ、「かな」と「漢字」の表記別に検討した
ところ、二重障害仮説の枠組みで説明できない読み困難児童が多数存在していることが明らかにされて



















令和 2 年 1 月 22 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
